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東京大学教養学部自然科学博物館の半世紀
Half-Century of the Natural Science Museum of The University of Tokyo at Komaba
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東京大学教養学部においては、1953年から自然科学博物館が組織され、2003年に別組織の美術博物館と統合さ
れて駒場博物館として再出発するまで、専任の教職員を置かず、生物・地学・図学等の有志教員が運営する学
内委員会の形で博物館組織が存在していた。この博物館の成り立ちと独自の運営について、特に地学分野につ
いての活動を紹介する。 
箱もの行政、という言葉があるが、この自然科学博物館は1978年まで専用の展示室すらもたず、あちこちの空
き部屋に標本を押し込んだ、いわばバーチャルな博物館として最初の四半世紀を過ごした。標本は第一高等学
校時代からの教育標本や、新制大学として出発した際に整備した購入標本をもとに、教員の研究で使用した標
本・採集物の中で講義や実習に使える標本が、少しずつ蓄積されていき、その一部は実際に講義で活用され
た。展示室を得てからも、原則的に常設展示は行われず、学園祭時期や、教員が企画する特別展など、不定期
の公開にとどまっていた。そこには、教育のための実物標本の収蔵と管理、活用の場としての位置づけが見て
取れる、また、長期休暇期間の地学（宇宙地球科学）教室主催の学生向け地学見学旅行などの行事や、地文研
究会などの学生サークルとの結びつきも強く、それらの課外教育の拠点のひとつとして機能していた可能性が
ある。それらの活動は特有のリベラリズムと熱心な地学教員の努力なしには維持されなかったであろう。「駒
場博物館」成立までの50年の歴史を通じて、この博物館の活動そのものが、「博物館は人がつくる」というこ
とを、自ら主張することはなかったが、常に明らかにしていたように思われる。 
研究よりも教育に重点を置いた大学博物館の構想がどのように生まれたのか、当時の産業状況や教員の履歴な
どの背景を眺めながら、この博物館の日の当たらない半世紀について振り返りたい。また、地学における現
場・実物教育が困難になった時代に、この大学博物館の在り方に掘り起こすべき現代的意義はないか、問いか
けたい。
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